
 

 

様式第二号の八( 第八条の四の五関係)  

( 第１ 面)  

産業廃棄物処理計画書 

  令和４ 年  ５ 月 ２ ３ 日 

 

愛 知 県 知 事 殿 

 

提出者                   

住 所 愛知県蒲郡市港町２ 番５ 号     

竹本油脂株式会社         

氏 名 代表取締役社長  竹 本 元 泰   

( 法人にあっ ては、 名称及び代表者の氏名)  

電話番号 0533-68-2111          

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第９ 項の規定に基づき、 産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成し たので、 提出し ます。  

事 業 場 の 名 称  竹本油脂株式会社 大島工場 

事 業 場 の 所 在 地  愛知県蒲郡市浜町５ ３ 番１  

計 画 期 間  令和４ 年４ 月１ 日 ～ 令和５ 年３ 月３ １ 日 

当該事業場において現に行っ ている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類  １ ６  化学工業 

②事 業 の 規 模  製品製造量 ７ ６ ， ９ ８ ５ ｔ  （ 令和３ 年度）  

③従 業 員 数  ７ ０ 人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
 別紙－１  製造工程と 産業廃棄物発生フ ロー 参照 

( 日本工業規格 Ａ 列４ 番)  



 

 

( 第２ 面)  

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（ 管理体制図）  

 

 別紙－２  産業廃棄物管理組織図 参照 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

①現状 

【 前年度（ 令和３ 年度） 実績】        

産業廃棄物 

の種類 
汚泥 廃油 廃酸 

廃ｱﾙ

ｶﾘ 

廃ﾌﾟ

ﾗｽﾁｯ

ｸ類 

木く

ず 

安定

型混

合物 

廃ｶ゙

ﾗｽ 

混合物

（ 水銀使

用製品廃

棄物）  

排 出 量 547t  
2, 508

t  

3, 716

t  
737t  172t  68t  165t  

0. 11

t  
0. 04t  

（ こ れまでに実施し た取組）  

当事業所の廃棄物で量的に多く を占める廃油（ 廃水が主） と 廃酸（ 廃水が主） は、 当

事業所で製造さ れる化学品を精製する工程で排出さ れるため、 品質面の確保と バラ ン

スを取り ながら 、 排出量が少なく なる製造工程の開発を実施し 、 廃棄物原単位の削減

を図った。（ 今期は製品製造量が大きく 伸び廃棄物排出量も 増えてし まっ た）  

 

②計画 

【 目標】  

産業廃棄物 

の種類 
汚泥 廃油 廃酸 

廃ｱﾙｶ

ﾘ 

廃ﾌﾟ

ﾗｽﾁｯ

ｸ類 

木く

ず 

安定

型混

合物 

廃ｶ゙

ﾗｽ 

混合物

（ 水銀使

用製品廃

棄物）  

排 出 量 526t  
2, 458

t  

3, 827

t  
685t  165t  68t  158t  0. 1t  0. 1t  

（ 今後実施する予定の取組）  

 

前年度の取組を継続・ 推進し 、 引き続き、 廃棄物原単位の削減を図る。  

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（ 分別し ている産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）  

・ 再生可能なも の、 エネルギー回収可能なも のが、 有効に処理できるよう 、  

分別に努めた。  

・ 可能な限り 排出工程ごと に分別し 、 廃棄物の種類と 処理の適正化に努めた。  

②計画 

（ 今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）  

前年度の取組を継続・ 推進する。  

 



 

 

（ 第３ 面）  

自ら 行う 産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【 前年度（ 令和３ 年度） 実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら 再生利用を 行っ た 

産業廃棄物の量 
0ｔ  ｔ  

（ こ れまでに実施し た取組）  

実績なし  

 

 

②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類   

自ら 再生利用を 行う

産業廃棄物の量 
0ｔ  ｔ  

（ 今後実施する予定の取組）  

実施する予定は無い 

 

 

自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【 前年度（ 令和３ 年度） 実績】   

産業廃棄物の種類 廃油  

自ら 熱回収を 行っ た

産業廃棄物の量 
0ｔ  ｔ  

自ら 中間処理によ り 減量し た 

産業廃棄物の量 
743t  ｔ  

（ こ れまでに実施し た取組）  

廃油、 廃酸を選別し 、 可能なも のは膜処理により 減量し た。  

 

 

 

②計画 

【 目標】    

産業廃棄物の種類 廃油  

自ら 熱回収を 行う

産業廃棄物の量 
0ｔ  ｔ  

自ら 中間処理によ り 減量する 

産業廃棄物の量 
728ｔ  ｔ  

（ 今後実施する予定の取組）  

廃油、 廃酸の膜処理による減量を引き続き実施する。  

 

 

 



 

 

（ 第４ 面）  

自ら 行う 産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【 前年度（ 令和３ 年度） 実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら 埋立処分又は 

海洋投入処分を行っ た 

産業廃棄物の量 

0ｔ  ｔ  

（ こ れまでに実施し た取組）  

自ら 行う 産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分は実績が無い。  

 

 

②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類   

自ら 埋立処分又は 

海洋投入処分を 行う  

産業廃棄物の量 

0ｔ  ｔ  

（ 今後実施する予定の取組）  

実施する予定は無い。  

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ①現状 

【 前年度（ 令和３ 年度） 実績】   

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃酸 
廃ｱﾙ

ｶﾘ 

廃ﾌﾟ

ﾗｽﾁｯ

ｸ類 

木

く

ず 

安定

型混

合物 

廃

ｶﾞ ﾗ

ｽ 

混合物

（ 水銀

使用製

品廃棄

物）  

全 処 理 委 託 量 548t  
2, 246

t  

3, 235

t  
737t  172t  68t  165t  

0. 11

t  
0. 04t  

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
523t  

2, 192

t  

1, 045

t  
0t  68t  0t  165t  

0. 11

t  
0. 04t  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
505t  94t  

2, 316

t  
0t  124t  68t  165t  

0. 11

t  
0. 04t  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0t  

1, 557

t  
0t  0t  0t  0t  0t  0t  0t  

認定熱回収業者以外の

熱回収を 行う 業者への

処 理 委 託 量 

43t  116t  402t  0t  48t  0t  0t  0t  0t  

（ こ れまでに実施し た取組）  

・ 再生可能なものを選別し 再生利用業者に委託し て資源の無駄使い削減を図っ た。  

・ 熱回収認定業者へ委託可能なも のを分別し ｴﾈﾙｷ゙ 無ー駄使い削減に配慮し た。  

・ 委託処理業者に定期的に訪問し 実施状況を確認し た。  

・ 優良認定処理業者に委託可能なも のを選別し 優良認定業者への委託を増やし た。  

 



 

 

（ 第５ 面）  

 ②計画 

【 目標】  

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃酸 
廃ｱﾙ

ｶﾘ 

廃ﾌﾟ

ﾗｽﾁｯ

ｸ類 

木

く

ず 

安定

型混

合物 

廃

ｶﾞ ﾗ

ｽ 

混合物

（ 水銀

使用製

品廃棄

物）  

全 処 理 委 託 量 526t  
2, 201

t  

3, 332

t  
685t  165t  68t  158t  

0. 1

t  
0. 1t  

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
502t  

2, 148

t  

1, 076

t  
0t  65t  0t  158t  

0. 1

t  
0. 1t  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
484t  92t  

2, 385

t  
0t  119t  68t  158t  

0. 1

t  
0. 1t  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0t  

1, 526

t  
0t  0t  0t  0t  0t  0t  0t  

認定熱回収業者以外の

熱回収を 行う 業者への

処 理 委 託 量 

41t  114t  414t  0t  46t  0t  0t  0t  0t  

（ 今後実施する予定の取組）  

 

前年度の取組を継続・ 推進する。  

 

 

 

 

※事務処理

欄 
  



 

 

（ 第６ 面）  

備考 

１   前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000ト ン以上の事業場ごと に１ 枚作成するこ と 。  

２  当該年度の６ 月30日までに提出するこ と 。  

３  「 当該事業場において現に行っ ている事業に関する事項」 の欄は、以下に従って記入するこ と 。 

 ( 1) ①欄には、 日本標準産業分類の区分を記入するこ と 。  

 ( 2) ②欄には、 製造業の場合における製造品出荷額（ 前年度実績）、 建設業の場合における元請完成

工事高（ 前年度実績）、 医療機関の場合における病床数（ 前年度末時点） 等の業種に応じ 事業規

模が分かるよう な前年度の実績を記入するこ と 。  

 ( 3) ④欄には、 当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から 最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（ 当該処理を委託する場合は、 委託の内容を含む。） を記入するこ と 。  

４  「 自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ごと に、 自ら 中

間処理を行う に際し て熱回収を行っ た場合における熱回収を行っ た産業廃棄物の量と 、 自ら 中間

処理を行う こ と によっ て減量し た量について、 前年度の実績、 目標及び取組を記入するこ と 。  

 ５  「 産業廃棄物の処理の委託に関する事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ごと に、 全処理委託量

を記入するほか、 その内数と し て、 優良認定処理業者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６ 条の11第２ 号に該当する者） への処理委託量、 処理業者への再生利用委託量、 認定熱回収

施設設置者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３ の３ 第１ 項の認定を受けた者） であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っ ている処理業者

への焼却処理委託量について、 前年度実績、 目標及び取組を記入するこ と 。  

 ６  それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入するこ と ができないと きは、 当該欄に「 別紙のと

おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入すべき内容を記入し た別紙を添付するこ と 。 また、 産業廃棄物の

種類が３ 以上あると きは、 前年度実績及び目標の欄に「 別紙のと おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入

すべき内容を記入し た別紙を添付するこ と 。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないと きは、

「 ―」 を記入するこ と 。  

７  ※欄は記入し ないこ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙－１－１ ： 製造工程と廃棄物発生フロー図（その１）

<製造工程>

<廃棄物>
  廃 油
 (廃 酸)

原料B原料A

反 応 中 和 濾 過 配 合

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
(原料容器)

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
(原料容器)

木くず
（流通ﾊﾟﾚｯﾄ）

容器詰 製 品

汚 泥



別紙－１－２ ： 製造工程と廃棄物発生フロー図（その２）

<製造工程>

<廃棄物>

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
(原料容器)

汚 泥

廃油 膜処理

廃油廃油廃酸
廃ｱﾙｶﾘ

原料A

反 応 中 和 濾 過 精　製 製　品

原料Ｂ



別紙－２  

 

          産 業 廃 棄 物 管 理 組 織 図 

 

 産業廃棄物総括責任者 

（ 生産本部長）  

  本社工場 

産業廃棄物管理責任者

（ 工場長）  

  浜町工場 

産業廃棄物管理責任者  

（ 工場長）  

  大島工場 

産業廃棄物管理責任者 

（ 工場長）  

  亀岩工場 

産業廃棄物管理責任者 

（ 生産部長）  

特別管理 

産業廃棄物 

管理責任者 

  鹿島工場 

産業廃棄物管理責任者 

（ 工場長）  

特別管理 

産業廃棄物 

管理責任者 

特別管理 

産業廃棄物 

管理責任者 

特別管理 

産業廃棄物 

管理責任者 


